(1) 満杯のコーヒーもこぼれない！

    腕前が男前（女前）！ (Handsome is as handsome does!)
    （団扇や椅子を指先で立てられますか？ 心身のバランス（電車内でもふらつかない！）

      スキーもスケートもシュートもゴールキックもホームランも大丈夫です。

客観する！すなわち、(keep your eye on the ball; the name of the game)

まず、眼でおさえるということ。

対象物から眼を離さない。

（限界点を）見切ること。

＊対象物は作業によって異なります。

①満杯のコーヒー

＝コーヒーの表面から眼を離さなければ、いくら振りまわしても水分はこぼれません。

②電車＝床

本や新聞を読みながら、電車が突然揺れた場合、すぐに床に視線を移して、眼で床を抑えれば、倒れることはありません。たとえば、非常に揺れのきつい電車で、つり革を常に持たねばならない車内でも、床に軽く視線をめぐらしていれば、車内でゆったりと流れるようなサーフィン感覚になり、のんびりとリラックスできます。

③スキー、スケート＝地面

④ゴールキック＝サッカーボール、ラグビーボール

ゴール自体は動かないし、シュートしたい場所も動きません。動くのは足で、微妙に異なるボールを蹴るポイントを、蹴る直後まで、見極めれば、自分の好む角度と場所に、難なく打ち込めます。（直前にボールから眼を離してはダメです！といっても、ほとんどの人は離してしまいます。）
⑤野球・ホームラン

向かってくるボールを打つ直後（直前はダメ！）まで、見つめて、サッカーなどと同様に、望みの角度、場所に打ち込みます。

⑥テニス、バレー、バスケットなどのサーブやシュートも同様です。（もちろんゴルフもです）

ほとんどの選手は打つ直前に眼を離しています。

       ＊世界一レベルの選手の写真を見れば、眼は離れていません。
バットやウチワ、竹内、刀などを指で立てる練習をするのは、以上のコツをつかむための、練習です。

昔、バイキングや侍などが、机の上に指を大きく開いて、各指の間を、ナイフなどで、素早く刺して、相手を圧倒させる習慣がありますが、これも上と同様に、指の間から、眼を離さず、視線をガイドにして、ナイフを動かしてゆけば、指を傷つけることなど少しも恐れることなく、いくらでも体力の許すかぎり、速く打ち込めます。(Handsome is as handsome does. 腕利き(handsome)がハンサムの条件。＝腕前が男前。)＊茶道の「お手前」や華道の「切り花」も同様の起源です。

要するに、①眼光の速度は音速の１００万倍なので、ましてや、肉体の運動の速度など、比較にもならないほど、スローなので、ケガしたり、打ち損じたり、倒れたりはしないのです。（雷光のあとに、大分遅れてから、雷鳴が聞こえるという、原理です。）

人間の主観(willingness＝意志)の精度や速度は雷鳴のようなもので非常に曖昧であり、強力な補助の作業として、客観すること（雷光=ingenuity＝聡明・発明）の致命的な重要さを忘れなければ、ほとんどのことは解決できます。あとは、基礎体力(diligence＝勤勉)が物を言います。この三つの要素で、完璧な状態が生じます。(=Practice makes perfect.)  The Trinity of goodwill, diligence and ingenuity will solve any problem.

以上のことは、スポーツや技芸だけでなく、学問、ビジネスにおいて、さらに本領を発揮します。詳細はまたの機会に述べます。

 (keep your eye on the ball; the name of the game)             （益応）

＊くすのき書院ローレル上の関連のファイル

英語のページ

(28) 三位一体とトリニティーTRINITY  
(27) Power and Strength      
(2) 呼いて吸っていますか？   呼吸（呼気＋吸気）
         Walk the path of breath, mind, the water, and the air.

【Ⅰ】Golden Rule  呼吸の方向が異なれば、言葉も思考経路も異なる。   

   （穀物食：忍耐力・マラソン    肉食：瞬発力・ダッシュ）

     要は植物食と肉食のバランスが大事。

    staying power or sprinting power ?   dash  smash  crash  cash  ash

【Ⅱ】 呼吸と言葉と思考の経路、息の仕方が、生き方を決定する？ clockwise？or counter-?

      世界各国、各地、個人のすべての食生活は異なっているので、６０億人がいれば、その数だけ、個性があるはずである。ただ、世界地図上に国が区分けされているように、単純に区分けして、平均的な米英人に限って言えば、呼吸の方向が、呼いて吸うのか、吸って呼くのかが、明治時代以前の日本人とは逆なので、思考的にも、逆になっている。したがって、語順が逆であるのは、その一番大きな例である。                        We hear ourselves think through breathing even before our birth.
      東洋人や日本人の場合は、数千年の間、穀物を中心にした食生活だったので、呼吸経路は植物の影響を受けて、自然に、「呼いて吸う」ことになる。弥生時代以来、数千年間の習慣になっていたが、明治の初年に、文部省で、西洋式の深呼吸を導入するによって、小学校を始めとして、無理矢理に、「呼吸」が「吸呼」になってしまって、今日に至っている。

      数千年間の食生活を通して、自然に身に付いた習慣と、百年余りの無理強いの息の仕方で、「本来のアイデンティティ（正体）＝いきのしかた＝生き方」を、見失って、精神的、肉体的に錯乱している状態（traumatic frustration）が、現在の日本人の間で、顕然化して、総ヒステリー化してきている。臭いものにフタをしながら、西洋に追いつき、追い越せと、がむしゃらに駆けて来た結果でもある。

      科学的には、「呼吸」は忍耐力養成には最適の方法で、「吸呼」は瞬発力養成には最適である。一長一短である。2,000年程以前には、既に、習慣・文化・思想として、定着したことが、聖書と論語にハッキリと明示されている。Golden ruleと呼ばれ、金科玉条と呼ばれている。聖書には「自分が他人にしてほしいことをしてあげなさい」、論語には「自分のしてほしくないことを他人にしないようにしなさい」と全く、左右の掌（たなごころ）のように、対称している。このことに、着目すれば、外国語の学習はとても簡単になる。同じ血を持つ人間が風土気候と食生活によって、皮膚の色や、思考経路が異なった存在になってしまっただけの事実を、ハッキリ認識すれば、相手の立場を思い遣れるし、真に地球人として、公平な視野を持つようにもなり得る。何の抵抗も無しに、相手の文化に寛容になり得るものだ。

·  Do for others what you want them to do for you. [Matthew 7] 

· 「己所不欲、勿施於人。」論語 顔淵
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